
山
口
少
佐
以
下
二
百
十
名
の
行
軍
参
加
者
中
、
凍
死
し
た
者
は
一
九
三
名
（
九
二
％
）
を
数
え
、
生
存
し
て
救
助
さ
れ
た
も
の
わ
ず
か
十
七

名
（
八
％
）
の
み
で
、
し
か
も
一
七
名
の
中
、
入
院
中
死
亡
し
た
者
六
名
と
い
う
悲
惨
な
事
故
で
あ
っ
た
。

（
三
）
（
四
）
（
五
）

こ
の
事
件
の
医
学
的
側
面
に
つ
い
て
、
筆
者
は
救
助
さ
れ
治
療
を
受
け
た
患
者
の
「
病
床
日
記
」
（
「
原
病
床
日
記
」
と
す
る
）
の
抄
出
写
本

（
一
ハ
）

に
加
え
て
、
そ
れ
ま
で
全
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
に
発
表
さ
れ
た
青
森
衛
戊
病
院
の
論
文
を
検
討
し
、

巷
間
非
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
山
口
少
佐
の
死
因
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

右
に
述
べ
た
病
床
日
記
の
抄
出
写
本
は
、
後
に
関
東
軍
軍
医
部
長
と
な
っ
た
出
井
淳
三
が
、
昭
和
の
初
期
に
青
森
衛
戌
病
院
に
保
存
さ
れ

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
一
月
十

軍
を
震
憾
さ
せ
た
大
事
件
で
あ
っ
た
。

翻
訳
し
て
米
国
か
ら
出
版
し
た
。

（
｜
）
（
一
一
）

こ
の
事
件
を
題
材
に
新
田
次
郎
は
小
説
『
八
甲
田
山
死
の
坊
棹
匡
を
執
筆
し
た
が
、
最
近
弘
前
大
学
の
ウ
ェ
ス
タ
ー
ホ
ー
ベ
ン
は
英
語
に

一
、
は
じ
め
に

第
八
師
団
歩
兵
第
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
の
医
学
的
考
察

ｌ
新
発
見
の
史
料
に
よ
る
山
口
少
佐
の
死
因
の
再
検
討
Ｉ

１

月
末
日
に
発
生
し
た
第
八
師
団
歩
兵
第
五
連
隊
の
八
甲
田
雪
中
遭
難
事
件
は
、
明
治
政
府
、
就
中
帝
国
陸
３１

悪
霊
聴
蕊
一
坪
篭
繧
一
鰐
平
成
詞
年
一
月
四
日
受
付

松
木
明
知

291



二
○
）

平
成
四
年
二
九
九
三
一
月
、
青
森
市
で
開
業
し
て
い
る
村
上
正
一
医
師
宅
の
土
蔵
か
ら
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
報
告
」
と
題

す
る
史
料
が
発
見
さ
れ
た
。
版
心
に
「
青
森
衛
戌
病
院
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
一
枚
二
十
二
行
の
縦
罫
紙
六
十
六
枚
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

題
名
の
次
行
に
「
青
森
衛
戌
病
院
」
と
あ
る
か
ら
「
青
森
衛
戌
病
院
」
の
軍
医
に
よ
る
報
告
害
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

村
上
正
一
博
士
の
話
に
よ
れ
ば
、
氏
の
伯
父
村
上
其
一
が
当
時
軍
医
と
し
て
青
森
衛
戌
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
本
史
料
が

村
上
正
一
博
士
の
宅
に
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
村
上
博
士
に
よ
れ
ば
本
史
料
の
筆
跡
は
村
上
其
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

村
上
其
一
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
雪
中
行
軍
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
旭
川
で
雪
中
行
軍
の
経
験
の
あ
る
若
い
軍
医
が
行
軍
を
志
願
し

た
た
め
、
自
分
は
辞
退
し
た
旨
、
生
前
に
村
上
正
一
博
士
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
本
史
料
の
内
容
を
詳
細
に
検

討
し
て
見
る
と
、
記
述
は
正
確
で
あ
り
、
そ
の
出
所
な
ど
を
併
せ
考
え
て
も
十
分
信
拠
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
史
料

て
い
た
病
床
日
記
（
現
在
散
供
し
て
行
方
不
明
）
か
ら
、
生
存
し
て
救
助
さ
れ
た
十
七
名
の
兵
士
の
中
九
名
の
み
に
つ
い
て
抄
出
し
た
も
の
で
、

（
五
）

出
井
自
筆
の
写
本
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
活
字
化
さ
れ
て
青
森
市
史
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
筆
者
が
発
掘
し
た
史
料
は
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
」
と
題
し
た
論
文
で
、
「
青
森
衛
戌
病
院
」
の
名
前
で
、
明
治
三
十

（
主
ハ
）

六
年
（
一
九
○
三
）
五
月
発
行
の
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
百
三
十
六
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
に
「
凍
傷
患
者
一
覧
表
」

を
示
し
て
、
十
七
名
の
収
容
月
日
、
手
術
月
日
、
手
術
部
位
、
転
帰
、
官
等
、
氏
名
を
記
述
し
、
次
い
で
一
般
病
歴
経
過
二
般
、
局
所
）
療

法
二
般
ノ
モ
ノ
、
局
所
ノ
モ
ノ
）
、
転
帰
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
。

筆
者
は
右
の
二
つ
の
信
拠
す
べ
き
史
料
を
検
討
し
、
山
口
少
佐
の
両
手
の
凍
傷
の
程
度
か
ら
推
察
し
て
、
山
口
少
佐
は
新
田
の
小
説
に
も

記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
自
ら
ピ
ス
ト
ル
自
殺
が
出
来
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
な
お
雪
中
行
軍
一
般
に
関
し
て
は

（
七
）
（
八
）
（
九
）

歩
兵
五
連
隊
が
編
纂
し
た
「
遭
難
始
末
」
や
そ
の
他
の
史
料
な
ど
が
あ
る
。

二
、
新
史
料
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
報
告
」
の
発
見
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（
一
一
ハ
）

今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
報
告
」
（
以
下
単
に
「
治
療
報
告
」
と
略
す
）
と
『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
に
発

表
さ
れ
た
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
」
（
以
下
単
に
「
治
療
景
況
」
と
略
す
）
を
比
較
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
「
治
療
景
況
」
の
冒
頭
の
部
を
左
に
抄
出
す
る
。

は
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
（
青
森
）
の
防
衛
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

（
一
一
）

村
上
正
一
博
士
の
記
憶
と
弘
前
衛
戊
病
院
長
前
川
軍
医
の
話
を
総
合
す
る
と
、
村
上
其
一
の
部
下
の
軍
医
と
は
永
井
源
吾
三
等
軍
医
に
間

違
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
雪
中
行
軍
に
参
加
し
た
軍
医
は
永
井
軍
医
唯
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
一
一
一
）
（
一
一
一
一
）

「
永
井
三
等
軍
医
の
遭
難
」
や
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
一
二
七
号
の
永
井
軍
医
の
逝
去
を
報
ず
る
記
事
と
を
総
合
す
る
と
、
永
井
軍
医

は
金
沢
市
の
出
身
で
明
治
三
十
年
十
一
月
苦
学
の
末
旧
第
四
高
等
学
校
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
し
て
医
師
と
な
り
、
志
願
し
て
三
十
一
年
（
一

八
九
八
）
十
二
月
に
金
沢
の
第
七
連
隊
に
入
隊
し
、
明
治
三
十
三
年
二
九
○
○
）
青
森
第
五
連
隊
に
赴
任
し
て
三
等
軍
医
に
な
っ
た
。
生
前

北
海
道
の
軍
隊
に
も
い
て
雪
中
行
軍
の
経
験
も
あ
る
と
い
う
。
年
二
十
九
歳
。
（
但
し
「
永
井
三
等
軍
医
の
遭
難
」
に
は
二
十
七
歳
と
あ
る
）
明
治

（
一
一
）

三
十
五
年
二
月
八
日
発
行
の
「
東
京
医
事
新
誌
」
一
二
四
二
号
の
「
青
森
歩
兵
五
連
隊
の
遭
難
」
関
係
の
記
事
中
弘
前
衛
戌
病
院
長
前
川
軍

医
正
の
談
話
と
し
て
、
「
ｌ
前
略
ｌ
永
井
三
等
軍
医
は
最
後
迄
元
気
が
非
常
で
あ
り
し
由
尚
此
永
井
軍
医
は
昨
年
も
行
軍
に
従
へ
る
事
あ
り
今

度
も
是
非
同
行
し
て
雪
中
患
者
の
治
療
法
運
搬
法
等
を
研
究
せ
ん
と
の
希
望
を
以
て
従
行
せ
し
な
り
」
と
あ
る
。

永
井
軍
医
の
雪
中
行
軍
の
経
験
に
つ
い
て
村
上
正
一
博
士
は
村
上
其
一
の
生
前
の
談
話
と
し
て
「
旭
川
」
を
あ
げ
、
前
川
軍
医
正
は
場
所

を
特
定
し
て
お
ら
ず
、
武
谷
軍
医
正
は
「
北
海
道
」
と
し
て
一
致
し
て
い
な
い
が
、
永
井
は
金
沢
の
第
七
連
隊
か
ら
青
森
の
第
五
連
隊
へ
転

勤
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
間
北
海
道
の
連
隊
に
勤
務
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。

三
、
新
発
見
の
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
報
告
」
と

「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
」
の
比
較

293 （5）



ヲ
序
シ
次
二
各
人
ノ
病
歴
ヲ
述
べ
》

と
な
っ
て
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
七
日
歩
兵
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
遭
難
ノ
報
ア
リ
次
テ
生
存
者
救
援
隊
派
出
ノ
挙
ア
リ
続
々
生
存
者
ヲ
発
見
ス

ル
ニ
当
り
衛
生
部
員
ノ
不
足
ヲ
告
ク
全
月
三
十
一
日
第
八
師
団
長
ョ
リ
急
行
青
森
二
出
張
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
在
山
形
衛
戌
病
院
陸
軍
一
等
軍
医

中
原
貞
衛
二
命
ス
軍
医
ハ
翌
二
月
一
日
山
形
ヲ
発
シ
全
二
日
午
前
九
時
当
院
二
到
着
シ
テ
凍
傷
患
者
ノ
治
療
一
一
従
事
ス
当
時
既
二
三
回

患
者
ヲ
収
容
セ
リ
爾
後
又
収
容
ス
ル
事
二
回
前
後
合
シ
テ
患
者
総
員
一
七
名
内
死
亡
六
名
治
癒
退
院
三
名
兵
役
免
除
八
名
ア
リ
其
概
要
左

表
ノ
如
シ

明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
七
日
歩
兵
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
遭
難
ノ
報
ア
リ
次
テ
生
存
者
救
援
隊
派
出
ノ
挙
ア
リ
続
々
生
存
者
ヲ
発
見
ス

ル
ニ
当
り
衛
生
部
員
ノ
不
足
ヲ
告
ク
同
月
三
十
一
日
第
八
師
団
長
ョ
リ
急
行
青
森
二
出
張
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
在
山
形
衛
戌
病
院
陸
軍
一
等
軍
医

中
原
貞
衛
一
一
命
ス
軍
医
ハ
翌
二
月
一
日
山
形
ヲ
発
シ
同
二
日
午
前
九
時
当
院
二
到
着
シ
テ
凍
傷
患
者
ノ
治
療
二
従
事
ス
当
時
既
二
三
回

患
者
ヲ
収
容
セ
リ
爾
後
又
収
容
ス
ル
コ
ト
ニ
回
前
後
合
シ
テ
患
者
総
員
十
七
名
内
死
亡
六
名
治
癒
退
院
三
名
兵
役
免
除
八
名
ア
リ
其
概
要

左
表
ノ
如
シ

次
に
「
治
療
報
告
」
の
冒
頭
の
部
分
を
記
す
。

両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
「
同
」
と
「
全
」
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
両
史
料
に
「
表
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
も
全
く
同
一
で
あ
る
。
そ
の
次
に
は
、
「
治
療
景
況
」
で
は
「
以
下
先
シ
一
般
病
歴

序
シ
次
二
各
人
ノ
病
歴
ヲ
述
ベ
ン
」
と
あ
る
が
、
「
治
療
報
告
」
で
は
「
以
下
先
ッ
各
人
ノ
病
歴
ヲ
序
シ
次
二
一
般
病
歴
ヲ
述
ヘ
ン
」
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し
か
し
「
治
療
景
況
」
に
お
い
て
は
「
各
人
ノ
病
歴
」
“
は
省

略
さ
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
「
治
療
報
告
」
に
お
い
て
は
、
「
各
人
ノ
病
歴
」
は
詳
細

に
記
述
さ
れ
、
第
二
枚
目
か
ら
第
五
十
一
枚
目
ま
で
五
十
枚
に

わ
た
っ
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
第
五
十
二
枚
か
ら
第
六
十
六
枚
目
ま
で
が
「
一
般
病

歴
」
で
あ
る
。
「
治
療
景
況
」
に
は
各
人
の
病
歴
を
欠
く
の
で
．

般
病
歴
」
に
つ
い
て
「
治
療
景
況
」
と
「
治
療
報
告
」
を
比
較

す
る
と
、
既
往
症
、
現
症
、
経
過
（
第
一
、
一
般
ノ
モ
ノ
、
第
二
、

局
所
ノ
モ
ノ
）
、
療
法
（
其
一
、
一
般
二
関
ス
ル
モ
ノ
、
其
二
、
局
所

ノ
モ
ノ
）
、
転
帰
に
至
る
ま
で
、
両
者
の
文
章
は
全
く
同
一
で
あ

る
。
但
し
「
治
療
報
告
」
で
は
右
の
「
既
往
症
」
な
ど
見
出
し

の
項
は
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
治
療
景
況
」
で
は
こ
れ

が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
両
者
の
同
一
性
を
例
示
す

る
と
「
転
帰
」
の
項
で
、
大
変
重
要
で
あ
る
山
口
少
佐
の
死
亡

時
の
状
況
を
「
治
療
景
況
」
で
は
「
山
口
少
佐
ハ
三
分
前
二
看

護
者
力
水
ヲ
給
セ
ン
乎
ト
問
ヒ
タ
ル
ト
キ
明
二
要
セ
ス
ト
答
へ

顔
貌
モ
呼
吸
モ
異
常
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
卒
然
貧
血
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」

を
呈
シ
眼
球
上
童
（
一
般
瀕
死
二
見
ル
所
ニ
シ
テ
呼
吸
衝
突
状
ト
ナ

○
後
藤
房
之
助

○
三
浦
武
雄

○
阿
部
卯
吉

山
口
鑛

倉
石
一

伊
藤
格
明

○
小
原
忠
三
郎

高
橋
房
治

○
山
本
徳
次
郎

○
及
川
平
助

○
後
藤
惣
助

紺
野
市
次
郎

長
谷
川
貞
三

○
阿
部
寿
松

○
佐
々
木
正
教

○
小
野
寺
佐
平

○
村
松
文
哉

第
一
表
凍
傷
患
者
一
覧
表

（
順
序
は
そ
の
ま
ま
氏
名
の
み
記
す
。
○
印
は
手
術
を
受
け
た
も
の
）

治
療
報
告

○
後
藤
房
之
助

○
三
浦
武
雄

○
阿
部
卯
吉

山
口
鋸

倉
石
一

伊
藤
格
明

○
小
原
忠
三
郎

高
橋
房
治

○
山
本
徳
次
郎

○
及
川
平
助

○
後
藤
惣
助

紺
野
市
次
郎

長
谷
川
貞
三

○
阿
部
寿
松

○
佐
々
木
正
教

○
小
野
寺
佐
平

○
村
松
文
哉

治
療
景
況

○
小
原
忠
三
郎

○
後
藤

○
三
浦

○
阿
部

○
小
野
寺
佐
平

○
佐
々
木
正
教

○
阿
部
寿
松

○
村
松
文
哉

○
後
藤
惣
助

病
床
日
記
抄

房
之
助

武
雄

卯
吉
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村
上
其
一
も
こ
の
「
原
病
床
日
記
」
を
参
考
に
し
て
執
筆
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
治
療
報
告
」
の
患
者
一
覧
表
中
の
患
者
の

氏
名
と
順
序
は
「
治
療
景
況
」
の
そ
れ
ら
と
全
く
一
致
し
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
出
井
の
「
病
床
日
記
」
は
、
氏
名
、
入
院
番
号
、
病

名
、
調
製
医
官
、
原
籍
、
部
隊
号
、
官
等
級
及
氏
名
、
職
業
、
傷
瘻
疾
病
等
差
、
出
生
、
勤
仕
年
、
発
病
、
初
診
、
入
院
、
退
院
、
転
帰
が

各
々
記
述
さ
れ
、
次
い
で
血
族
的
関
係
、
既
往
症
、
原
因
、
経
過
、
現
症
及
治
療
に
及
び
、
最
後
に
月
日
時
刻
と
患
者
の
容
態
の
変
化
が
日

記
的
に
「
病
床
日
記
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
、
そ
の
下
に
は
投
薬
や
局
所
治
療
薬
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
示
す
と
、
第
一
番
目
の
後
藤
房
之
助
に
つ
い
て
は
、
入
院
番
号
は
「
青
森
衛
戌
病
院
第
十
五
号
明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
八
日
」

病
名
は
「
凍
傷
」
、
調
製
医
官
は
「
青
森
衛
戌
病
院
附
陸
軍
一
等
軍
医
小
出
威
夫
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
項
の
最
後
の
転
帰
は
「
兵
免
」
と

リ
ロ
鼻
ヲ
開
キ
三
十
分
間
ニ
シ
テ
逝
ケ
リ
」
と
あ
り
、
一
方
「
治
療
報
告
」
に
は
「
山
口
少
佐
ハ
三
分
前
二
看
護
者
力
水
ヲ
給
セ
ン
ト
乎
卜

間
ヒ
タ
ル
時
明
二
要
セ
ス
ト
答
へ
顔
貌
モ
呼
吸
モ
異
常
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
卒
然
貧
血
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
ヲ
呈
シ
眼
球
上
童
（
一
般
瀕
死
二
見
ル
所

ニ
シ
テ
呼
吸
衝
突
状
ト
ナ
リ
ロ
鼻
ヲ
開
キ
）
三
十
分
間
ニ
シ
テ
逝
ケ
リ
」
と
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
「
治
療
景
況
」
に
お
い
て
、
眼
球
上
寅
の
説
明

文
の
下
の
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
文
章
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
治
療
景
況
」
と
「
治
療
報
告
」
は
同
一
人
物
つ
ま
り
村
上
其
一
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

な
お
参
考
の
た
め
救
助
さ
れ
た
患
者
名
を
第
一
表
と
し
て
示
し
て
お
く
。

た
も
の
で
あ
る
。

↑
の
ス
話

「
血
族
的
関
係
既
往
症
原
因
経
過
現
症
及
治
療
」
で
は
「
両
親
並
二
同
胞
五
人
患
者
ハ
其
ノ
三
子
ニ
シ
テ
他
ハ
皆
健
全
家
系
遺
伝
病
ノ
徴
ス

前
述
し
た
よ
う
に
「
病
床
日
記
」
は
出
井
軍
医
が
原
本
と
も
言
う
べ
き
「
原
病
床
日
記
」
か
ら
自
分
で
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
を
抄
出
し

四
、
「
治
療
報
告
」
と
出
井
の
「
病
床
日
記
」
の
比
較
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第
一
例
の
後
藤
房
之
助
の
場
合
を
例
に
と
る
と
、
「
入
院
時
所
見
」
に
は
「
神
識
明
蜥
ナ
レ
共
身
神
大
二
疲
労
シ
テ
久
シ
キ
談
話
二
堪
エ
ス

顔
面
潮
紅
淳
一
一
渇
ヲ
訴
上
」
と
あ
り
、
「
病
床
日
記
」
の
記
述
に
酷
似
す
る
。

二
月
八
日
に
行
わ
れ
た
手
術
の
条
で
は
、
上
肢
の
手
術
は
中
原
一
等
軍
医
、
下
肢
は
小
出
一
等
軍
医
が
行
っ
た
と
あ
り
、
各
々
手
術
に
つ

い
て
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
病
床
日
記
」
に
も
手
術
術
式
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
が
、
術
者
の
記
述
は
な
い
。
創
傷
の
治
癒
の
状
況

が
日
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
退
院
近
く
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

半
到
と
な
っ
て
い
る
０

ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
・
」
で
始
ま
り
、
次
い
で
行
軍
の
経
過
、
後
藤
が
救
助
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
状
況
に
及
ん
で
お
り
、
最
後
は
「
現
症
精
神
正

確
ナ
ル
モ
談
話
ヲ
永
ク
持
続
ス
ル
能
ワ
ズ
、
身
心
大
二
疲
労
ノ
感
ア
リ
、
顔
貌
紅
ヲ
潮
シ
ロ
渇
ヲ
訴
フ
、
両
手
足
背
面
二
大
ハ
鶏
卵
小
ハ
一

銭
銅
貨
大
ノ
水
泡
三
、
四
箇
発
生
シ
、
指
趾
ノ
光
暗
紫
色
ヲ
呈
シ
知
覚
鈍
麻
ア
リ
且
ッ
痙
痛
ヲ
訴
フ
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

次
の
毎
日
の
容
態
に
つ
い
て
記
し
た
「
病
床
日
記
」
（
こ
れ
は
史
料
全
体
と
し
て
の
出
井
の
「
病
床
日
記
」
で
は
な
い
）
の
項
で
は
上
段
に
は
．

月
二
十
八
日
午
後
五
時
三
○
分
収
容
入
院
当
時
患
者
ノ
現
症
ハ
、
本
誌
記
載
ノ
如
ク
体
温
脈
拍
異
常
ナ
ク
頻
二
口
渇
四
肢
瘻
痛
ヲ

訴
フ
、
顔
貌
紅
ヲ
潮
シ
両
眼
軽
度
ノ
結
膜
炎
ヲ
起
ス
。
…
…
」
と
あ
り
、
下
段
に
は
「
卵
武
藺
一
剤
塩
里
母
二
○
○
・
○
赤
酒
八
○
・

○
右
数
回
分
服
一
○
％
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
患
部
塗
布
手
浴
足
浴
」
と
あ
る
。
最
後
の
病
日
は
九
月
五
日
で
「
九
月
五
日
四

肢
断
端
変
常
ヲ
来
サ
ズ
痙
痛
ヲ
発
セ
ス
、
義
肢
装
着
シ
テ
歩
行
ス
ル
コ
ト
他
ノ
凍
傷
患
二
比
ス
レ
バ
正
確
ナ
リ
。
体
重
四
八
、
四
五
○
瓦
全

身
栄
養
佳
良
心
肺
異
常
ナ
シ
明
治
三
十
五
年
九
月
十
日
兵
役
免
除
陸
軍
一
等
軍
医
村
上
其
匡
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
村
上
其
一
の
「
治
療
報
告
」
に
お
い
て
は
、
「
凍
傷
患
者
一
覧
表
」
の
次
に
「
各
人
病
歴
」
が
あ
り
、
病
歴
の
中
、
発
見
さ
れ
る
ま
で

の
経
過
な
ど
は
一
般
病
歴
に
お
い
て
述
べ
る
の
で
重
複
を
避
け
省
略
す
る
と
し
て
い
る
。
次
い
で
氏
名
を
記
し
次
に
、
既
往
、
入
院
時
所
見

手
術
（
執
刀
医
氏
名
）
と
そ
の
後
の
経
過
に
及
ん
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
病
床
日
記
の
形
式
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
た
文
章
形
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四
月
二
十
四
日

本
日
午
前
十
時
三
十
分
病
院
出
発
、
浦
町
停
車
場
ョ
リ
汽
車
ニ
テ
正
午
浅
虫
転
地
療
養
所
二
到
着
暫
時
休
憩
ノ
後
入
浴
セ
シ
メ
タ
リ
、

患
者
途
中
ハ
勿
論
入
浴
後
些
ノ
障
碍
ナ
ク
精
神
状
快
ナ
ル
ノ
ノ
如
シ
。

右
の
条
を
出
井
の
「
病
床
日
記
」
の
中
に
求
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
十
三
日
（
四
月
ｌ
松
木
注
）
青
森
県
東
津
軽
郡
浅
虫
温
泉
場
二
転
地
ス
ル
事
十
六
日
ニ
シ
テ
帰
院
ス
全
身
栄
養
益
佳
良
ト
ナ
リ
各
創
面

全
ク
疵
痕
ヲ
結
シ
テ
治
癒
シ
爾
来
変
常
ナ
シ

治
後
ノ
機
能
上
甚
タ
可
憐
ナ
リ
上
肢
ハ
根
棒
状
ニ
シ
テ
殆
ン
卜
把
握
作
用
ヲ
ナ
サ
ス
然
し
共
筆
ヲ
繩
縛
ス
ル
時
ハ
細
字
ヲ
書
シ
自
ラ
家

郷
二
文
通
ヲ
ナ
ス
食
匙
ヲ
縛
ス
レ
ハ
自
ラ
食
事
ス
下
肢
ハ
義
肢
ヲ
装
上
歩
行
セ
シ
ム
ル
ニ
辛
フ
シ
テ
歩
行
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
尚
習
熟
セ
バ
巧

九
月
五
日

全
身
栄
養
佳
良
、
体
重
四
万
九
千
八
五
○
瓦
、
肺
活
量
三
千
二
百
胸
囲
二
尺
五
寸
五
分
、
現
今
創
面
全
ク
治
癒
ス
ト
錐
モ
両
下
肢
ハ

下
腿
中
央
以
下
両
上
肢
ハ
五
指
ヲ
亡
ス
ル
ニ
由
り
不
堪
兵
役
者
卜
診
定
ス

七
月
三
十
日

五
月
九
日

ナ
ル
ニ
至
ラ
ン

本
日
浅
虫
転
地
療
養
所
ョ
リ
帰
院
ス
、
栄
養
出
発
前
二
比
ス
レ
バ
大
二
佳
良
ト
ナ
リ
、
左
下
肢
ノ
断
端
ノ
潰
瘍
面
全
治
ス
ル
ニ
至
ル
。

九
月
十
日
兵
役
免
除
セ
ラ
レ
同
日
退
院
特
全
身
栄
養
佳
良
体
重
四
九
八
五
○
瓦
肺
活
量
三
二
○
○
唾
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傷
患
者
の
一
般
状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、

液
を
気
化
し
て
吸
入
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

村
上
は
「
治
療
報
告
」
の
中
で
浅
虫
に
転
地
し
た
月
日
を
四
月
二
十
三
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
十
四
日
の
誤
り
で
あ
り
、
ま
た
退

院
時
の
後
藤
房
之
助
の
状
態
は
佳
良
で
、
体
重
を
四
九
、
八
五
○
瓦
、
肺
活
量
を
三
二
○
○
唖
と
し
て
い
る
が
、
出
井
の
「
病
床
日
記
」
に

よ
っ
て
、
こ
れ
は
七
月
三
十
日
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
村
上
は
こ
れ
を
退
院
時
の
デ
ー
タ
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、

村
上
其
一
が
、
「
原
病
床
日
記
」
か
ら
必
要
事
項
を
抄
出
し
、
「
治
療
報
告
」
を
執
筆
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

村
上
の
「
治
療
報
告
」
に
は
「
治
療
景
況
」
や
出
井
の
「
病
床
日
記
」
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
術
者
名
と
麻
酔
方
法
が
記
述
さ
れ
て
い

る
の
で
一
括
し
て
第
二
表
に
示
し
て
お
く
。

生
存
し
て
救
助
さ
れ
た
十
七
名
の
中
、
全
く
手
術
を
受
け
ず
回
復
し
退
院
し
た
の
は
、
倉
石
一
大
尉
、
伊
藤
格
明
中
尉
、
長
谷
川
特
務
曹

長
の
三
名
だ
け
で
、
山
口
賑
少
佐
、
高
橋
房
治
伍
長
、
紺
野
市
次
郎
二
等
卒
は
手
術
を
受
け
る
こ
と
な
く
入
院
中
死
亡
し
た
。
し
た
が
っ
て

手
術
を
受
け
た
の
は
十
一
名
で
あ
る
。
第
一
一
表
に
よ
っ
て
分
か
る
よ
う
に
全
て
の
手
術
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
エ
ー
テ
ル
の
等
分
混
合
液
を
用

い
た
全
身
麻
酔
下
に
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
陸
軍
の
軍
医
た
ち
は
、
主
と
し
て
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
単
独
に
よ
る
麻
酔
を
行
っ
て
い
た
が
、
凍

傷
患
者
の
一
般
状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、
安
全
性
を
考
盧
し
て
エ
ー
テ
ル
を
加
え
て
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
五
○
％
、
エ
ー
テ
ル
五
○
％
の
混
合

手
術
も
す
べ
て
山
形
衛
戌
病
院
か
ら
応
援
に
か
け
つ
け
た
中
原
貞
衛
一
等
軍
医
と
青
森
衛
戌
病
院
の
小
出
威
夫
一
等
軍
医
の
二
人
が
担
当

し
て
お
り
、
村
松
文
哉
だ
け
は
、
中
原
、
小
出
に
加
え
て
村
上
其
一
が
手
術
に
参
加
し
て
い
る
。

四
肢
断
端
変
常
ヲ
来
サ
ズ
瘻
痛
ヲ
発
セ
ス
、
義
肢
装
着
シ
テ
歩
行
ス
ル
コ
ト
他
ノ
凍
傷
患
者
二
比
ス
レ
バ
正
確
ナ
リ
。
体
重
四
八
、
四

五
○
瓦
。
全
身
栄
養
佳
良
心
肺
異
常
ナ
シ

五
、
手
術
担
当
医
と
麻
酔
方
法
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村
松
文
哉

小
野
寺
佐
平

佐
々
木
正
教

阿
部
寿
松

後
藤
惣
助

後
藤
房
之
助

及
川
平
助

山
本
徳
次
郎

小
原
忠
三
郎

阿
部
卯
吉

三
浦
武
雄

氏

（
）
つ
め

第
一
一
表
患
者
、
麻
酔
方
法
と
手
術
時
間

名

上
肢

上
肢

下
肢

下
肢
（
二
回
）

下上
肢肢

上
肢

下
肢

下
肢
（
二
回
）

下上
肢肢

上
肢

上
肢

下
肢

下
肢
（
二
回
）

下
肢
（
二
回
）

下上
肢肢

下上
肢肢

Ｒ
い

と
可

工
に

径

11上

麻
酔
薬
五
○
“
一
時
間
五
分

麻
酔
薬
三
○
唾
二
十
八
分

麻
酔
薬
八
○
唾
一
時
間
十
五
分

麻
酔
薬
四
○
“
四
十
六
分

麻
酔
薬
八
三
唾

麻
酔
薬
三
○
“
三
十
分

麻
酔
薬
二
三
“
二
十
九
分

麻
酔
薬
四
○
唾
二
十
分

麻
酔
薬
三
五
唖
三
十
五
分

麻
酔
薬
四
○
“
四
十
五
分

麻
酔
薬
三
五
“
三
十
五
分

麻
酔
薬
五
○
“
五
十
分

麻
酔
薬
五
五
“
一
時
間
二
分

麻
酔
薬
四
○
唖
四
十
五
分

麻
酔
薬
（
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
・
エ
ー
テ
ル
等
分
）

混
合
（
左
も
同
じ
・
松
木
註
）
三
五
“
一
時
間

麻
酔
法
・
手
術
時
間

（
因
［
）

｜
時
間

村
上
中
原

小
出

中
原

小
出

中
原

小
出

中
原
小
出

中
原
小
出

二
回
目
記
載
な
し

中小
原出

中
原
小
出

中
原
小
出

中
原
小
出

中
原
小
出

記
載
な
し

中
原
小
出

小
出

小
出
中
原

中
原

小
出 術

者



山
口
少
佐
一
行
二
百
十
名
の
兵
士
達
が
青
森
市
郊
外
の
田
代
に
向
か
っ
て
一
泊
の
演
習
行
軍
の
た
め
、
青
森
屯
営
を
出
発
し
た
の
は
明
治

三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
一
月
二
十
三
日
午
前
六
時
五
十
五
分
で
あ
っ
た
。
出
発
時
の
天
候
は
、
気
温
零
下
摂
氏
六
度
で
、
風
も
強
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
午
後
に
な
る
と
風
雪
が
甚
し
く
な
り
、
夕
暮
れ
と
共
に
一
行
は
進
路
を
失
い
、
午
後
八
時
十
分
に
至
っ
て
鳴
沢
（
地
名
ｌ
松
木
注
）

の
東
南
方
の
平
沢
で
露
営
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
各
自
は
雪
壕
を
掘
り
、
僅
か
ば
か
り
の
焚
火
で
暖
を
と
っ
た
が
、
気
温
は
零
下
十
二
、

三
度
に
低
下
し
、
西
か
ら
の
風
雪
は
益
々
強
く
な
っ
た
。

察
し
た
。

筆
者
は
前
槁
に
お
い
て
、
山
口
少
佐
の
症
状
に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
少
佐
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
「
治
療
景
況
」
、

（
七
）

「
病
床
日
記
」
「
遭
難
始
末
」
そ
の
他
に
は
殆
ん
ど
記
載
が
な
か
っ
た
が
、
「
治
療
景
況
」
の
中
で
最
も
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
お
り
、
「
山
口
少

佐
ハ
三
分
前
二
看
護
者
ヵ
水
ヲ
給
セ
ン
ト
乎
卜
間
ヒ
タ
ル
ト
キ
明
二
要
セ
ス
ト
答
へ
顔
貌
モ
異
常
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
卒
然
貧
血
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
）

ヲ
呈
シ
眼
球
上
鼠
（
一
般
瀕
死
二
見
ル
所
一
一
シ
テ
呼
吸
衝
突
状
ト
ナ
リ
ロ
鼻
ヲ
開
キ
三
十
分
間
ニ
シ
テ
逝
ケ
リ
。
腐
敗
ハ
未
ダ
ナ
ラ
ス
熱
モ
亦
此

日
初
メ
テ
僅
二
上
リ
タ
ル
ノ
ミ
精
神
ハ
犯
サ
レ
ァ
ラ
ス
敗
血
症
ト
ハ
謂
上
難
シ
想
う
二
興
奮
ノ
処
置
ヲ
以
テ
僅
一
一
保
チ
タ
ル
心
臓
ノ
遂
二
其

ノ
作
業
二
堪
ヘ
ス
シ
テ
卒
然
麻
痒
セ
ル
モ
ノ
ニ
由
ラ
ン
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
山
口
少
佐
の
死
因
を
推
察
し
た
。

（
七
）

さ
ら
に
山
口
少
佐
が
ど
の
程
度
の
凍
傷
を
蒙
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
歩
兵
五
連
隊
の
編
に
よ
る
「
遭
難
始
末
」
の
記
事
「
一
月
三
十
一
日

午
後
三
時
齢
大
滝
下
流
谷
底
発
見
四
肢
凍
互
僅
二
人
事
三
毒
ス
」
を
参
考
に
推
察
を
加
え
、
少
な
く
と
も
山
口
少
佐
は
、
雪
中
行
軍
の
研
究

二
五
）

者
小
笠
原
孤
酒
が
主
張
し
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
新
田
次
郎
が
小
説
の
中
で
描
写
し
た
よ
う
な
ピ
ス
ト
ル
に
よ
る
自
決
で
は
な
か
っ
た
と
推

い
ず
れ
の
患
者
も
容
態
が
悪
か
っ
た
の
で
、
可
能
な
限
り
手
術
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
中
原
と
小
出
の
二
人
が
同
時
に
手
術
施
行
し
た
の

で
あ
る
。
殆
ん
ど
の
手
術
は
一
時
間
以
内
で
終
了
し
て
い
る
。

六
、
山
口
少
佐
の
症
状

301 イ1q｝
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翌
二
十
四
日
、

夜
営
に
よ
っ
て
、

部
下
に
伝
え
た
。

し
か
し
不
幸
な
こ
と
に
は
風
雪
益
々
激
し
く
、
一
行
は
方
向
感
覚
を
失
い
進
む
べ
き
道
を
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
予
想
以
上
の
風

雪
と
寒
気
、
不
十
分
な
防
寒
具
に
加
え
て
、
食
料
は
凍
結
し
て
摂
取
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
さ
ら
に
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
一
行
は
、
四
肢
の
東

（
一
一
）

傷
に
な
る
も
の
が
増
加
し
、
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
る
者
も
続
出
し
た
。
こ
の
時
す
で
に
、
山
口
少
佐
は
凍
傷
に
罹
っ
て
い
た
と
「
遭
難
始
末
」

行
軍
三
日
目
の
二
十
五
日
に
な
る
と
、
人
員
の
三
分
の
一
は
既
に
酷
寒
の
た
め
死
亡
し
、
三
分
の
一
は
凍
傷
で
運
動
の
自
由
を
失
い
、
残

り
の
三
分
の
一
の
み
が
健
全
で
歩
行
が
漸
く
可
能
で
あ
っ
た
。

一
行
は
青
森
を
目
指
し
た
が
、
寒
気
と
丈
余
の
積
雪
の
た
め
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
結
果
的
に
は
二
十
三
日
の
夜
営
地
か
ら
わ
ず
か
に
青

森
寄
り
の
場
所
で
夜
営
す
る
の
を
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
こ
の
日
の
午
前
五
時
に
山
口
少
佐
は
人
事
不
省
と
な
り
、
永
井
軍
医
が
救
護
に
努

力
し
た
。
意
識
不
明
の
少
佐
に
代
わ
っ
て
指
揮
し
た
倉
石
一
大
尉
は
山
口
少
佐
に
大
隊
本
部
や
家
族
へ
の
遺
言
を
尋
ね
た
が
答
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
日
の
昼
頃
に
は
山
口
少
佐
は
、
漸
く
意
識
を
回
復
し
た
。

凍
傷
、
空
腹
、
寒
気
に
耐
え
兼
ね
て
一
行
の
中
脱
落
す
る
も
の
が
さ
ら
に
続
出
し
、
行
軍
を
続
け
る
者
は
わ
ず
か
に
五
、
六
十
名
を
数
え

る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
午
後
十
一
時
頃
は
山
口
少
佐
は
再
び
昏
倒
し
た
が
、
部
下
の
懸
命
の
手
当
に
よ
っ
て
再
び
蘇
生
し
た
。
し
か

し
こ
の
日
の
夜
営
地
に
至
っ
た
時
に
は
、
山
口
少
佐
は
全
く
人
事
不
省
の
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

は
伝
え
て
い
る
。

一
月
二
十
六
日
午
前
一
時
頃
、
脱
落
す
る
者
は
さ
ら
に
多
く
な
り
、
一
行
は
わ
ず
か
に
三
十
名
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
倉
石
大
尉

ら
は
進
路
の
決
定
に
苦
慮
し
た
が
、
村
落
の
あ
る
田
茂
木
野
ま
で
は
八
キ
ロ
内
の
距
離
に
あ
る
と
判
断
し
、
風
も
弱
ま
っ
た
の
で
行
軍
を
続

風
雪
は
弱
ま
る
ど
こ
ろ
か
益
々
強
く
な
り
、
気
温
も
零
下
十
二
、
三
度
に
及
ん
だ
が
、
山
口
少
佐
は
、
こ
の
二
十
三
日
の

本
来
の
田
代
一
泊
行
軍
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
朝
五
時
に
青
森
に
帰
営
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
旨
を
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山
口
少
佐
た
ち
が
発
見
さ
れ
た
大
滝
下
流
か
ら
南
方
の
第
八
哨
所
に
収
容
さ
れ
、
さ
ら
に
青
森
衛
戌
病
院
に
入
院
す
る
ま
で
の
約
二
十
四

時
間
の
山
口
少
佐
の
容
態
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
行
軍
出
発
か
ら
死
亡
ま
で
、
日
を
追
っ
て
山
口
少
佐
の
行
動
を

第
三
表
に
示
し
て
お
く
。

一
月
三
十
一
日
の
午
後
四
時
頃
、
第
八
哨
所
の
津
川
第
五
連
隊
長
の
許
に
、
大
滝
下
流
付
近
に
生
存
者
が
い
る
と
い
う
報
が
入
り
、
連
隊

長
、
武
谷
一
等
軍
医
な
ど
が
急
行
し
た
。
し
か
し
生
存
者
は
数
十
メ
ー
ト
ル
の
下
の
崖
下
に
い
る
た
め
、
救
助
隊
員
は
樹
木
に
電
線
、
ロ
ー

プ
を
結
ん
で
崖
下
に
下
り
た
。
こ
こ
で
山
口
少
佐
、
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
、
小
原
伍
長
、
高
橋
伍
長
、
及
川
一
等
卒
、
山
本
徳
次
郎
一
等

卒
、
紺
野
市
次
郎
二
等
卒
、
後
藤
惣
助
一
等
卒
な
ど
九
人
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

倉
石
、
伊
藤
、
及
川
は
自
力
で
崖
の
登
華
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
山
口
少
佐
な
ど
は
、
身
体
を
毛
布
で
包
ん
で
崖
上
に
引
き
上
げ
た
。
厳

寒
に
加
え
丈
余
の
積
雪
の
た
め
、
救
助
作
業
は
難
航
し
、
全
員
を
救
助
し
、
第
八
哨
所
に
収
容
し
た
の
は
、
八
時
間
後
の
午
後
一
二
時
を
過

ぎ
て
い
た
。

近
で
進
退
が
極
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
山
口
少
佐
は
昏
倒
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

山
口
少
佐
を
連
れ
た
倉
石
大
尉
の
一
行
九
人
は
、
駒
込
川
の
渓
谷
に
陥
り
、
下
流
に
向
か
っ
て
歩
行
し
た
が
、
最
終
的
に
は
大
滝
下
流
付

第
一
一
一
表

二
月

二
月

一
日

二
日

二
十
三
日

二
十
四
日

二
十
五
日

午
後

午
前
五
時
半

夜午
後
八
時

凍
傷
に
罹
る
。

人
事
不
省
、
質
問
に
答
え
ず

入
院

死
亡
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午
前
十
一
時
頃
意
識
を
回
復
。

午
後
三
度
昏
倒
し
、
蘇
生
す
。

午
後
十
一
時
人
事
不
省
と
な
る
。

二
十
六
日
午
前
一
時
昏
倒
の
状
態

午
前
十
一
時
青
光
付
近

三
十
一
日
午
後
十
二
時
山
口
鈑
、
倉
石
一
、
伊
藤
格
明
、
高
橋
房
治
、
小
原
忠
三
郎
、
山
本
徳
次
郎
、
及
川
平
助
、
後
藤
惣
助
、
紺
野

市
次
郎
ら
救
助
さ
れ
る
。

「
治
療
報
告
」
の
中
で
山
口
少
佐
に
関
す
る
病
歴
は
、
第
十
四
枚
の
後
半
か
ら
第
十
五
枚
目
の
前
半
に
十
八
行
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
少
し
長
く
な
る
が
左
に
引
用
す
る
。
な
お
原
文
に
句
読
点
は
な
い
が
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
筆
者
が
付
け
た
こ
と
を
御
了
承
戴
き
た

１
０

１
Ｖ

（
既
往
）
一
月
二
十
四
日
ョ
リ
同
二
十
七
日
、
駒
込
川
沿
岸
二
落
着
ス
ル
ニ
至
ル
間
、
人
事
不
省
ト
ナ
ル
事
二
回
、
身
神
非
常
二
疲
労
シ
、

自
ラ
行
動
ス
ル
事
能
ハ
ス
。
倉
石
大
尉
以
下
ノ
必
輔
二
頼
リ
テ
、
生
命
を
繋
キ
得
タ
リ
。
沿
岸
二
突
出
ス
ル
岩
窟
ア
リ
。
岩
下
自
ラ
風
雪

ヲ
防
ク
ヘ
シ
。
同
行
ノ
必
輔
者
屡
其
岩
窟
内
二
入
ラ
ン
事
ヲ
勧
告
ス
。
頑
ト
シ
テ
動
カ
ス
。
只
死
ノ
晩
（
お
そ
き
ｌ
松
木
注
）
ヲ
ノ
ミ
恨
メ

リ
。
故
二
風
雪
其
威
ヲ
暹
フ
シ
、
四
肢
ノ
凍
互
甚
シ
。
雪
上
二
坐
シ
、
周
囲
ノ
雪
ヲ
噛
ミ
、
起
タ
ス
シ
テ
溺
尿
ス
。
手
ニ
ハ
毛
絲
ノ
手
套
、

足
ニ
ハ
藁
靴
ヲ
穿
テ
リ
。
同
三
十
一
日
、
捜
索
隊
二
発
見
セ
ラ
レ
翌
二
月
一
日
入
院
。

（
四
）
陸
軍
歩
兵
少
佐
山
口
鎌

安
政
三
年
十
二
月
生
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（
三
）
（
四
）

筆
者
は
前
槁
に
お
い
て
、
山
口
少
佐
の
症
状
を
こ
の
救
助
患
者
の
状
態
か
ら
推
定
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

後
に
「
凍
傷
の
予
防
に
は
四
肢
を
動
か
す
こ
と
が
一
番
効
果
が
あ
っ
た
」
と
伊
藤
中
尉
が
述
べ
て
い
る
が
、
す
で
に
行
軍
第
二
日
目
の

一
月
二
十
四
日
か
ら
意
識
を
喪
失
し
た
り
し
て
、
樵
悴
の
極
め
て
甚
だ
し
か
っ
た
山
口
少
佐
が
、
い
か
に
部
下
が
四
肢
を
毛
布
で
被
っ
た

と
し
て
も
、
重
症
な
凍
傷
を
蒙
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
滝
下
流
に
い
た
五
日
間
全
く
火
の
気
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
他

の
者
よ
り
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

前
掲
の
「
治
療
報
告
」
中
の
山
口
少
佐
の
四
肢
の
凍
傷
に
関
す
る
記
載
は
筆
者
の
推
察
を
見
事
に
裏
付
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
中
で
も

注
目
す
べ
き
は
、
「
故
二
風
雪
其
威
ヲ
暹
フ
シ
、
四
肢
ノ
凍
互
甚
シ
」
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
上
肢
ハ
両
腕
関
節
ノ
上
方
四
仙
米
以
下

暗
赤
色
ヲ
呈
シ
、
指
ハ
悉
ク
屈
曲
シ
テ
水
泡
多
シ
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
の
た
め
放
尿
時
に
も
ズ
ボ
ン
の
ボ
タ
ン
の
か
け
は
ず
し
が
不

可
能
な
た
め
、
座
し
た
ま
ま
「
溺
尿
」
し
た
の
で
あ
る
。

山
口
少
佐
と
同
所
で
発
見
さ
れ
、
意
識
が
明
瞭
で
自
力
で
崖
を
登
る
こ
と
が
出
来
た
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
、
及
川
一
等
卒
は
入
院
後
の

治
療
で
も
次
に
述
べ
る
よ
う
に
凍
傷
は
軽
度
で
あ
っ
た
。

（
入
院
時
所
見
）
身
神
疲
労
シ
テ
眠
ヲ
員
ル
。
然
し
共
、
神
識
尚
明
瞭
ニ
シ
テ
、
問
ヘ
ハ
正
シ
ク
答
フ
。
上
下
肢
甚
シ
ク
、
凍
傷
シ
、
指

趾
蒼
白
硬
固
、
手
足
甚
シ
ク
腫
脹
シ
、
延
テ
肘
膝
二
及
上
、
躰
温
三
十
七
度
、
脈
九
十
四
細
弱
。

（
経
過
）
二
月
二
日
之
ヲ
診
ス
ル
’
一
、
下
肢
ハ
両
膝
関
節
以
下
強
ク
腫
脹
シ
、
微
一
一
充
血
ヲ
呈
シ
、
両
足
関
節
部
一
般
二
冷
却
シ
テ
暗

紫
赤
色
ヲ
ナ
シ
、
足
背
動
脈
微
二
触
ル
ル
ノ
ミ
。
上
肢
ハ
両
腕
関
節
ノ
上
方
四
仙
米
以
下
暗
赤
色
ヲ
呈
シ
、
指
ハ
悉
ク
屈
曲
シ
テ
、
水
泡

多
生
ス
。
呼
吸
豚
榑
共
不
良
ナ
ラ
ス
。
此
日
躰
温
三
十
九
度
、
豚
百
八
。
午
後
八
時
卒
然
呼
吸
不
利
ヲ
来
シ
豚
不
正
ト
ナ
リ
、
全
八
時
三

十
分
遂
二
死
亡
。
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自
力
歩
行
が
可
能
な
右
の
三
人
は
、
他
の
者
に
比
較
す
れ
ば
凍
傷
は
極
め
て
軽
微
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
口
少
佐
と
同
じ
場
所
で
救
助
さ
れ
た
患
者
に
つ
い
て
入
院
時
の
上
肢
の
症
状
を
見
る
と
、
高
橋
房
治
は
、
二
月
一
日
午
後
三
時
半
に
入

院
し
た
が
、
両
手
は
重
症
な
凍
傷
に
罹
っ
て
お
り
、
手
術
を
待
た
ず
、
同
日
午
後
八
時
三
十
分
急
死
し
た
。
小
原
忠
三
郎
は
、
両
手
は
紫
紅

色
で
前
腕
三
分
の
一
以
下
著
し
く
腫
脹
し
て
い
た
。
翌
日
に
は
、
変
色
し
水
泡
を
多
発
し
、
二
月
九
日
に
、
両
栂
指
を
除
き
四
指
を
切
断
し

先
へ
○

山
本
徳
次
郎
は
、
両
腕
関
節
以
下
腫
脹
し
て
暗
赤
色
を
呈
し
て
い
た
が
、
翌
日
に
は
右
手
の
腫
脹
は
幾
分
治
ま
っ
た
。
指
の
背
面
に
水
泡

を
形
成
し
、
左
手
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
両
手
の
症
状
は
軽
微
で
手
術
を
し
な
く
て
も
済
ん
だ
。

及
川
平
助
の
両
手
は
、
悉
く
硬
固
で
知
覚
は
全
く
な
か
っ
た
。
翌
二
月
二
日
に
は
、
両
手
指
に
は
水
泡
が
多
発
し
た
。
と
く
に
右
手
の
症

状
は
著
し
く
、
二
月
十
一
日
に
第
三
、
四
指
の
手
術
を
行
っ
て
い
る
。

後
藤
惣
助
の
手
は
、
腫
脹
し
栂
指
以
外
は
、
暗
紫
色
を
呈
し
、
水
泡
や
壊
死
の
部
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
回
復
し
手
術
を
免
れ
た
。

紺
野
市
次
郎
の
両
手
は
著
し
く
腫
脹
し
、
右
手
二
、
三
、
四
指
、
左
手
は
二
～
五
指
が
暗
赤
色
を
呈
し
て
い
た
。
二
月
三
日
に
は
多
数
の

水
泡
を
発
し
た
も
の
の
、
快
方
に
向
か
っ
た
が
、
七
日
午
後
一
時
四
十
五
分
死
亡
し
た
。

（
七
）

山
口
少
佐
救
助
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
武
谷
軍
医
正
は
、
小
池
医
務
局
長
へ
書
翰
を
送
っ
た
が
、
そ
の
中
で
山
口
少
佐
の
四
肢
凍
傷
は
重

症
で
あ
り
、
生
命
上
の
予
後
も
疑
し
く
四
肢
の
機
能
上
の
予
後
に
つ
い
て
は
、
「
両
手
足
を
失
う
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。
倉
石
と
伊
藤
に
つ

ス
腱
を
裁
断
し
た
。

倉
石
大
尉
は
、
手
は
軽
度
の
腫
脹
の
み
三
日
で
旧
に
復
し
、
右
足
先
端
は
変
色
し
た
が
、
潰
瘍
と
な
ら
ず
、
左
足
第
一
趾
に
は
潰
瘍
を
作

っ
た
が
二
月
十
五
日
に
は
全
快
し
て
い
る
。

伊
藤
中
尉
の
下
肢
末
端
は
軽
度
の
凍
傷
で
腫
脹
し
、
潰
瘍
を
形
成
し
た
が
、
間
も
な
く
趾
爪
が
は
が
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

辛
う
じ
て
歩
行
が
可
能
で
あ
っ
た
及
川
一
等
卒
は
、
右
第
二
指
、
三
指
の
末
節
を
切
断
、
右
下
肢
第
二
趾
末
節
を
切
断
、
両
足
の
ア
キ
レ
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山
口
少
佐
が
凍
傷
で
行
軍
の
指
揮
の
責
任
も
果
た
さ
ず
、
突
然
死
亡
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
小
説
と
し
て
読
者
に
大
し
た
感
動
も
与
え

な
い
こ
と
に
な
る
・
侍
従
式
官
を
通
じ
て
明
治
天
皇
の
御
沙
汰
を
拝
し
て
後
に
軍
人
ら
し
く
自
決
し
て
こ
そ
、
人
の
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
新
田
は
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
田
が
死
亡
し
た
現
在
詳
細
に
つ
い
て
は
知
り
ょ
う
が
な
い
が
、

自
殺
説
を
暗
示
す
る
特
別
の
史
料
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
救
助
さ
れ
る
ま
で
の
山
口
少
佐
の
状
況
と
彼
の
凍
傷
の
程
度
を
考
盧
す
る
な
ら
ば
、
自
殺
の
可
能
性
は
極
め

（
一
）

山
口
少
佐
の
自
殺
説
は
、
だ
れ
が
い
つ
か
ら
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
田
次
郎
は
『
八
甲
田
山
死
の
祐
僅
」
の
中
で
、
山
口
少
佐
が
自

決
し
た
と
そ
の
一
二
○
頁
か
ら
二
一
三
頁
に
わ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

い
て
は
、
凍
傷
は
軽
症
で
生
命
の
予
後
は
佳
良
、
機
能
上
も
完
全
に
復
旧
す
る
で
あ
ろ
う
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
武
谷
の
判
断

が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
し
、
山
口
少
佐
の
病
状
を
正
確
に
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
治
療
報
告
」
の
記
述
と
も
よ
く
一
致
す
る
。

以
上
記
し
た
よ
う
に
山
口
少
佐
の
入
院
前
後
の
両
手
の
凍
傷
所
見
や
彼
と
同
時
に
救
助
さ
れ
た
部
下
た
ち
の
手
の
凍
傷
の
程
度
を
併
せ
考

え
る
と
、
と
て
も
山
口
少
佐
が
自
力
で
ピ
ス
ト
ル
の
引
金
を
引
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
軍
医
が
追
っ
た
。

自
決
し
た
の
は
山
口
少
佐
で
あ
っ
た
。
（
二
一
○
頁
）
…
．
：
中
略

中
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
の
と
、
奥
の
方
で
銃
声
が
聞
こ
え
た
の
と
同
時
で
あ
っ
た
。
看
護
卒
は
急
い
で
廊
下
を
走
っ
て
帰
り
、
そ
の
あ

す
べ
て
は
終
わ
っ
て
い
た
。
山
口
少
佐
は
心
臓
を
見
事
に
打
ち
抜
い
て
倒
れ
て
い
た
。
（
一
二
三
頁
）

七
、
根
拠
の
な
い
自
殺
説
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（
七
）

て
小
さ
い
と
見
な
す
の
が
当
然
で
あ
る
。
気
象
庁
に
勤
務
し
た
経
験
も
あ
る
新
田
で
あ
り
、
気
象
に
関
し
て
は
詳
し
い
が
、
「
遭
難
始
末
」
を

熟
読
し
た
も
の
の
、
医
学
的
知
識
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
・

二
五
）

新
田
に
自
殺
説
を
教
示
し
た
の
は
、
雪
中
行
軍
の
研
究
者
小
笠
原
孤
酒
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
一
月
十
一
日
の
東
奥

日
報
に
よ
れ
ば
、
小
笠
原
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
東
京
都
中
野
区
で
米
田
み
ね
さ
ん
に
会
い
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
と
い

矛
（
ノ
○

三
、
成
沢
中
佐
は
再
び
胄
森
に
来
て
津
川
連
隊
長
に
会
い
「
弟
が
凍
傷
の
た
め
の
衰
弱
死
し
た
と
は
見
え
な
い
。
自
殺
し
た
は
ず
だ
。
」
と

主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
連
隊
は
「
山
口
少
佐
は
武
人
ら
し
く
立
派
に
自
殺
し
た
。
し
か
も
自
殺
が
公
表
さ
れ
る
と
生
存
し
た
倉
石
大
尉

ら
三
人
の
士
官
も
ま
た
、
大
隊
長
の
責
任
で
は
な
い
と
し
て
後
追
い
自
殺
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
対
露
戦
役
が
予
測
さ
れ
る
だ
け
に
、
こ
れ
以

上
将
兵
の
損
耗
は
許
さ
れ
な
い
。
残
念
だ
が
目
を
っ
む
っ
て
ほ
し
い
」
と
説
得
し
た
。

二
、
少
佐
の
実
兄
成
沢
知
行
退
役
中
佐
が
遭
難
後
、
少
佐
発
見
の
報
に
東
京
か
ら
青
森
へ
や
っ
て
来
て
、
死
の
前
の
少
佐
に
会
っ
て
い
る
。

そ
の
時
山
口
少
佐
は
「
遭
難
の
顛
末
を
津
川
謙
光
連
隊
長
に
報
告
し
た
う
え
で
、
武
人
ら
し
く
身
の
始
末
を
す
る
」
と
語
っ
た
。
成
沢
中
佐

は
そ
の
あ
と
帰
京
、
自
宅
に
帰
っ
た
ら
青
森
か
ら
電
報
が
届
い
て
、
少
佐
が
病
死
し
た
と
い
う
報
に
「
病
死
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
」
と
家
人

に
語
っ
た
。

四
、
成
沢
中
佐
は
涙
↑

な
い
」
と
口
止
め
し
た
。

成
沢
中
佐
の
二
女
が
米
田
み
ね
さ
ん
で
、
少
佐
自
殺
に
使
わ
れ
た
ピ
ス
ト
ル
は
、
山
口
少
佐
の
養
女
と
な
っ
て
い
た
米
田
さ
ん
の
姉
が
保

一
、
山
口
少
佐
は
死
の
行
軍
の
あ
と
一
月
三
十
一
日
に
発
見
さ
れ
二
月
一
日
胄
森
衛
戌
病
院
に
翌
二
日
午
後
九
時
四
分
自
殺
し
た
。

成
沢
中
佐
は
涙
を
の
ん
で
帰
京
し
家
人
に
対
し
て
「
弟
は
名
誉
あ
る
軍
人
だ
っ
た
。
し
か
し
自
殺
の
こ
と
は
世
間
に
言
っ
て
は
な
ら
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存
し
て
お
り
、
小
笠
原
さ
ん
が
譲
り
受
け
、
現
在
青
森
市
の
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
の
防
衛
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

新
田
が
こ
の
小
説
を
執
筆
す
る
た
め
、
胄
森
に
き
て
小
笠
原
に
会
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
七
月
で
あ
る
。
丁
度
小
笠
原

が
米
田
み
ね
さ
ん
に
会
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
小
笠
原
は
こ
の
こ
と
を
新
田
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
（
四
）

筆
者
は
前
著
に
お
い
て
、
「
筆
者
は
自
殺
説
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
根
拠
と
す
る
所
は
す
べ
て
伝
聞
に
基
づ
い
て
い
る

点
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
た
が
、
村
上
其
一
の
手
に
な
る
新
史
料
の
出
現
は
、
筆
者
の
こ
の
考
え
を
一
層
強
固
に
す
る
も
の
で

↑
ハ
レ
プ
（
》
○

（
一
一
ハ
）

山
口
少
佐
の
自
殺
説
に
つ
い
て
、
青
森
の
郷
土
史
家
肴
倉
弥
八
も
「
山
口
少
佐
が
責
任
あ
る
立
場
か
ら
自
殺
を
実
行
し
た
と
仮
定
し
た
場

合
、
凍
痒
し
衰
弱
し
た
山
口
賑
少
佐
に
身
体
の
自
由
と
力
が
あ
っ
て
意
の
ま
ま
、
拳
銃
な
り
軍
刀
な
り
を
果
し
て
使
え
た
だ
ろ
う
か
と
い
う

問
題
が
強
く
支
配
し
、
否
定
的
要
素
が
強
い
の
だ
が
」
と
記
し
て
い
る
。

確
か
に
山
口
少
佐
の
家
族
に
と
っ
て
は
、
少
佐
が
何
ら
行
軍
の
責
任
を
と
る
こ
と
な
く
、
救
助
活
動
の
最
中
に
凍
傷
に
よ
っ
て
病
死
し
た

と
な
れ
ば
非
常
に
肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
津
川
連
隊
長
が
成
沢
退
役
中
佐
に
「
実
際
に
山
口
少
佐
は
病

死
し
た
の
で
あ
る
が
、
山
口
少
佐
が
遭
難
事
故
の
責
任
を
と
っ
て
自
決
し
た
」
と
伝
え
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
虚
偽

の
こ
と
を
家
族
に
伝
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
他
の
生
存
者
へ
自
決
の
波
及
を
恐
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
こ
と
は
是
非
山
口
少
佐
の
遺

族
だ
け
の
胸
の
内
に
収
め
て
欲
し
い
と
付
け
加
え
た
可
能
性
も
、
十
分
納
得
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
に
「
証
人
が
い
る
」
と
か
「
使
わ
れ
た
ピ
ス
ト
ル
も
存
在
す
る
」
と
い
う
風
に
報
道
さ
れ
る
と
、
一
般
の
人
々
は
そ
れ
を
容
易
に
信

じ
や
す
い
。
厳
密
に
は
こ
れ
ら
は
全
く
伝
聞
の
域
を
出
さ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
証
人
と
い
っ
て
も
直
接
山
口
少
佐
の
死
亡
に
立
ち
会

っ
た
訳
で
も
な
く
、
ピ
ス
ト
ル
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
に
山
口
少
佐
の
所
有
す
る
ピ
ス
ト
ル
と
い
う
だ
け
の
話
で
そ
れ
が
実
際
に

使
わ
れ
た
の
か
否
か
も
分
か
ら
な
い
。
単
な
る
噂
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
考
え
て
も
重
症
な
凍
傷
患
者
の
枕
元
に
わ
ざ
わ
ざ
ピ
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（
一
三
）
二
四
）

筆
者
は
前
著
の
中
で
、
病
死
以
外
に
も
う
一
つ
の
考
え
方
、
つ
ま
り
山
口
少
佐
が
処
分
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
が
使
わ

れ
、
し
か
も
山
口
少
佐
が
凍
傷
の
た
め
引
き
金
を
引
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
他
人
が
引
き
金
を
引
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

あ
く
ま
で
も
病
死
以
外
の
可
能
性
と
し
て
掲
げ
て
お
き
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
山
口
少
佐
の
自
殺
説
は
全
く
風
聞
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
一
旦
著

名
な
作
家
が
小
説
の
形
で
山
口
少
佐
が
自
殺
し
た
と
書
く
と
逆
に
そ
れ
が
「
真
実
」
と
な
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
。
小
説
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
感
動
が
一
般
の
人
々
に
「
虚
構
」
を
「
真
実
」
と
誤
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
正
し
い
歴
史
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
こ

と
で
あ
る
。

ス
ト
ル
を
持
参
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
れ
一
人
と
し
て
山
口
少
佐
が
自
殺
し
た
の
を
見
た
者
は
い
な
い
し
、
そ
れ
を
実

証
す
る
証
拠
も
な
い
。
山
口
少
佐
の
病
室
が
「
個
室
で
他
の
患
者
と
隔
離
さ
れ
て
い
た
と
い
う
」
と
噂
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
自
殺
説
に
有
利

な
こ
と
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
地
位
の
高
い
者
の
病
室
を
一
般
患
者
の
病
室
と
区
別
す
る
こ
と
は
一
般
の
慣
習
で
あ
り
、
何
も
衛
戌
病
院
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
現
に
今
で
も
病
室
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
地
位
の
人
は
個
室
な
ど
に
入
院
さ
せ
る
の
は
日
常
の
慣
習
で

あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
御
協
力
を
得
た
東
奥
日
報
社
、
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（22） 310



三二文
二、_〆

へヘヘーヘヘヘ ヘへ

＝ 己 九 八 七 六 五四
… 曾 ～ 一 … … ー…

三
）
松
木
明
知
「
第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
の
医
学
的
考
察
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
當
一
五
巻
四
号
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
。
二
六

（
一
二
）

（
一
一
一
一
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（
一
一
〈
）

献
新
田
次
郎
『
八
甲
田
山
死
の
佑

蜀
ｓ
ｚ
詳
国
鋤
口
８
号
冨
胃
ｇ

Ｐ
８
国
①
国
吋
こ
い
①
勺
吊
朋
〕
己
掲

巻
一
号
、
昭
和
五
十
五
年
一
月

松
木
明
知
「
第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
の
医
学
的
考
察
」
『
青
森
県
医
史
』
津
軽
書
房
、
昭
和
五
十
五
年
所
収
一
二
九
頁

青
森
市
編
纂
室
、
青
森
市
史
別
冊
「
歩
兵
第
五
連
隊
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難
」
「
六
十
周
年
誌
』
所
収

胄
森
衛
戌
病
院
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
」
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
第
百
三
十
六
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月

歩
兵
第
五
連
隊
『
遭
難
始
末
』
（
再
版
）
、
昭
和
三
年
十
月
（
初
版
は
明
治
三
十
五
年
七
月
）

北
辰
日
報
編
輯
部
『
第
五
連
隊
遭
難
始
末
附
三
十
一
連
隊
雪
中
行
軍
記
」
近
松
書
店
、
明
治
三
十
五
年
三
月

百
足
登
「
青
森
連
隊
遭
難
雪
中
行
軍
』
（
四
版
）
有
千
閣
書
店
、
木
文
書
店
、
明
治
三
十
五
年
五
月
（
初
版
は
明
治
三
十
五
年
二
月
十
六
日
）

『
東
奥
日
報
一
一
九
九
二
年
一
月
二
十
五
日
夕
刊
、
第
三
面

「
永
井
軍
医
逝
美
」
『
陸
蕾

文
献
（
七
）
の
一
七
三
頁

『
東
奥
日
報
」
朝
刊
第
十
五
面
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
一
日

肴
倉
弥
八
「
実
録
で
つ
づ
る
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
（
最
終
回
）
」
『
グ
ラ
フ
青
森
』
第
四
巻
第
三
号
、
一
九
七
八
年

「
東
奥
日
報
」
一
九
九
二
年
百

「
青
森
歩
兵
第
五
連
隊
の
遭
難
」

「
東
京
医
事
新
誌
』
一
二
四
二
号
、
二
三
二
頁
、
明
治
三
十
五
年
二
月
八
日

「
永
井
三
等
軍
医
の
遭
難
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
一
二
四
二
号
、
二
三
三
頁
、
明
治
三
十
五
年
二
月
八
日

「
永
井
軍
医
逝
美
」
『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
一
二
七
号
、
三
○
○
頁
、
明
治
三
十
五
年
四
月

『
八
甲
田
山
死
の
佑
僅
』
新
潮
社
、
昭
和
四
十
六
年

い
ロ
８
号
冨
胃
ｇ
目
冨
○
二
昌
函
四
六
穴
ｏ
烏
＆
号
２
日
①
ご
日
ロ

貝
三
里
ｌ
言
厨
房
一
呉
巴
９
百
ョ
朋
君
隅
蔚
１
５
扇
月
田
曾
冨
－
９
．

（
弘
前
大
学
医
学
部
）
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MedicalAspectoftheWinterMarchoftheFifthRegimentofthe
EighthMilitaryDivisionintheWinterofl902

-ParticularyConcerningtheCauseofMajorYamaguchi'sDeath-

byAkitomoMATSUKI

TwohundredandtenmilitarysoldiersoftheFifthRegimentoftheEighthDivisionoftheJapan
ImperialArmyjoinedamarchingpracticeintheendofJanuary,1902,butl93soldiersoutof210dieddue

toseverefrost-biteduringstormyweatherandonlyseventeen,includingMajorYamaguchi,wererescued

tosurviveandbroughttotheVeteran'sAdministrationHospitalatAomori.Thisaccidentwasmost

tragicandworld-shakingfortheJapanesepeopleaswellasfortheJapaneselmperialarmy.

InDecemberofl991,anadmissionrecordoftheVeteran'sAdministrationHospitalatAomoriwas

foundintheresidenceofDr.MurakamiofAomoriCity.Judgingfromitshandwriting,thisrecordwas
writtenbyamilitaryphysicianKi-ichiMurakami,Dr・Murakami'suncle.Therecorddescribesthedetails

ofseventeenpatients,mostofwhomwereseverelyinjuredandfrost-bittenduringthewintermarch.

Thecontentofthisnewlydiscoveredrecordissimilartothereportwrittenbythemilitaryphysicians
oftheFifthRegimentwhichappearedintheJapanlmperialMilitaryMedicalJournal,butamoredetailed
descriptionaboutMajorYamaguchi'svitalsigns,andsymptomsofhisfrost-bitewerefoundinthe

former.Inthejournal,MajorYamaguchiwasreportedtohavediedbecauseofsuddencardiacarrestbut
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JiroNittadescribedinhisnovel"DeathMarchonMountHakkoda''thathecommittedsuicideusinghis

gun.However,thisrecordstronglytellsusthatbothofhishands,aswellasbothlowerextremities,were

severelyfrost-bittenandswollenandthathecouldnotpullthetriggerofhisgunwithhisfingers.

SinceJiroNitta'snovelhasbeenpublished,itiswidelyacceptedthatMajorYamaguchicommitted

suicidewithhisgun.Butwedonothaveanydefiniteprooftosubstantiatehissuicide.Thepresent

detailedsurveyonthemedicalreferencesstronglysuggeststhathecouldnothavepulledhisgun'strigger

bvhimself.
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